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授 業 科 目 指導教授 講 義 等 の 内 容

機能調節薬理学 西 谷 友 重 心臓の働きはイオンシグナルによって制御されている。しかし、例えば胎生
期に心臓がどのように拍動し始めるか、また心臓に高発現しているが機能不
明のタンパク質の存在など、解決すべき謎が残っている。本研究では、様々
なイオン調節因子の生理的役割や病態との関連、薬物治療について、分子・
細胞・個体レベルで明らかにしていく。特に、遺伝子改変動物や iPS細胞由
来の心筋細胞を用いた生理学的・薬理学的解析を行う予定である。

代謝生物化学 井 原 義 人 代謝生物化学では、タンパク質の翻訳後修飾と生体における意義について生
化学、分子生物学的手法をもとに研究している。講義では、代謝の異常によ
る疾患の分子機構について、具体的な疾患（先天性代謝異常症や金属毒性な
ど）を例に概説する。一方、研究では糖タンパク質の糖質付加修飾や、分子
シャペロンによる制御、タンパク質機能のレドックス（酸化・還元）調節な
ど、タンパク質の翻訳後修飾とその生物機能についての研究を行う。

分子遺伝学 井 上 徳 光 難病やがんなど疾患の診断に遺伝子診断が積極的に取り入れられている。今
後、疾患が遺伝子や分子を指標に診断されるようになると考えられる。遺伝
子や分子の指標で疾患を観察すると、これまで同じ疾患だと考えられてきた
疾患の中に異なる分子が関わっていることや新しい疾患病態が見えてくる。
分子遺伝学では、「補体」の関わる疾患や、「がん」を取り巻く環境、特に本
来「がん」を除去するように働く免疫細胞が、なぜ「がん」の進展を促進す
るような環境を形成することができるよう変化するかに焦点を当て、疾患か
ら遺伝子・分子に迫る研究を推進している。特に、「補体」の関わる疾患は、
初めての治療薬の登場で大変注目されているが、当研究室は、「補体」を研究
する数少ない研究室の１つである。

発生制御医学 山 田 源 医学、再生医学の根本的な進展のためには器官形成がいかなるメカニズムで
制御されているのか解明する事が必須である。体の器官がいかにして形成さ
れるか、器官系（生殖系、消化系）がどのように体の中で協調形成されるの
か、器官毎に特徴として抱える性差はどのようにしてコントロールされるの
か、これら根本的現象について発生医学、発生遺伝学的見地から解析を行な
い、その制御機構を分子レベルで研究する。これら研究のため、ミュータン
トマウスシリーズを用いた分子遺伝学的な解析について紹介する。このよう
な発生プログラムは興味ある事に器官が形成された後、発癌過程等において
もシグナリングや細胞増殖因子の異常が見出される。器官が伸長したり、発
生制御を司るプログラムがどのような形で癌等の病態に組み入れられている
のか、その類似性や違いについても議論、講義する。国際的な観点で発生医
学を学ぶため、必要に応じ海外メンバーとの議論や英語のディスカッション、
講義も行う。

分子免疫学 改 正 恒 康 自然免疫は、病原体感染を感知することはもちろん、種々の内因性物質、環
境物質にも応答して、炎症反応を誘導し、獲得免疫を活性化する。この過程
に、樹状細胞、マクロファージを中心とした抗原提示細胞が重要な役割を果
たす。この、樹状細胞、マクロファージが関与する免疫応答、炎症応答は、
生体の恒常性を維持するために必須の機構であると同時に、その破綻により
種々の病態が引き起こされることが明らかになってきている。本研究室では、
遺伝子改変マウス、および分子生物学的手法を用いて、免疫応答、炎症応答
を制御する分子基盤の解明を目指す。

分子病態解析学 橋 本 真 一 疾病原因の究明やバイオマーカー、治療標的の検索、生体恒常性のモニタリ
ング等の医学研究は、生化学・分子生物学を基盤とした新しい技術の開発・
修得が必須である。そこで当研究室では、悪性腫瘍、炎症・免疫研究に焦点
を当て、最新の分子生物学・ゲノム科学の手法を取り入れ解析進める。また、
シングルセル解析など革新的な測定法の研究開発を行い、新たな知見を得る
ことを目標とする。これらを基盤にして、今後、臨床医学と連携した研究課
題を中心に研究を進め、新たなトランスレーショナルリサーチの発展に寄与
することを目指す。

生体分子解析学 茂 里 康 生命機能を解明する手段の一つとして、作動薬・阻害剤に代表される、細胞
機能を制御する分子を開発することが重要である。生体分子解析学では、（ⅰ）
生体関連機能性分子の創製技術開発(ⅱ)天然由来成分の構造解析と機能評価
(ⅲ)生体化合物の分子間相互作用の研究、を実施する。

病原微生物学 西 尾 真智子 ヒトに感染し、病気を起こす微生物は数多く存在します。その中で、マイナ
ス鎖 RNAウイルスを研究対象としています。特に、非文節ゲノムを持つパラ
ミクソウイルス科のウイルスと3文節ゲノムを持つナイロウイルス科のウイル
スを中心に研究を行っています。ウイルス蛋白と宿主蛋白の相互作用を分子レ
ベルで解析 し、ウイルスの増殖・病原性との関連を明らかにする事を目標に
します。研 究過程で、遺伝子組換え、ベクターを使った遺伝子発現、遺伝子
改変ウイル スの作製などの研究手技を習得できます。

分子神経科学 平 井 秀 一 ヒトが人たる所以は高度な精神活動にあり、それを司っているのが大脳皮質
である。大脳皮質は多くの種類の神経細胞を含む極めて複雑な組織であるが、
発生過程を遡れば神経上皮と呼ばれる単純な組織に辿り着く。この神経上皮
の細胞が分化し、形を変えつつ特定の領域を移動することにより、複雑な大
脳皮質を形成するのであるが、この過程は細胞内外で働く様々な種類の分子
に依存している。本科目ではこういった分子の機能に焦点を当て、大脳皮質
形成の分子機構についてこれまで明らかにされてきた内容について講義する
とともに、未知の部分の解明に挑む。
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授 業 科 目 指導教授 講 義 等 の 内 容

糖尿病・内分泌代 松 岡 孝 昭 代謝内分泌系は神経系や免疫系とともに生体内での情報伝達系として機能し、
謝内科学 生体の恒常性維持に必須のシステムである。さらに代謝内分泌系は成長・発達、

生殖、エネルギー代謝、行動など様々な生体システムを協調的に制御している。
その異常を引き起こす疾患は多種多様に存在し、対象臓器は広範に及ぶ。特に
糖尿病はその多くを占め、インスリンの相対的絶対的不足が種々の病態を引き
起こす。本講座では糖尿病をはじめとしたこれら代謝内分泌疾患の病態・病因
に関する理解を深め、各疾患のさらなる病態解明や臨床応用を目指した新規診
断・治療に関するトランスレーショナルな研究を実践する。

消化器内科学 北 野 雅 之 消化器病学の研究分野は、先端科学の発展により急速で広汎な知識の集
積が生じています。医療の現場に直結するテーマから基礎科学上の重要
なテーマまで幅広いテーマを対象として、研究結果が医療専門職業人と
しての能力向上に役立つ事を目標に研究指導を行います。研究分野を以
下に示します。
消化器細胞生物学：消化器の発生、形態形成、増殖分化、アポトーシス、
細胞運動などを支える細胞生物学の基礎機構
消化器病態学：各種消化器疾患の基本病態の分子機構および、それに基
づく新しい診断学および治療学
消化器病の臨床疫学：疾患の自然史に基づくハイリスク群の同定、早期
発見、早期治療
消化器画像診断学：内視鏡・超音波を用いた診断技術の研究開発

呼吸器内科学 山 本 信 之 呼吸器疾患は、アレルギー性疾患、炎症性疾患、感染症、腫瘍と領域が広い
ことが特徴で、当科では、炎症性疾患と腫瘍についての研究を行っている。
それぞれの疾患における治療標的となる分子マーカーを解明することにより
新規治療法の候補を発見することが第一の目標である。特に、慢性閉塞性肺
疾患（COPD）や肺癌に関して、組織検体だけではなく治療中の疾患情報の
変化をとらえるために血液・痰等の液性検体を用いた遺伝子発現のモニタリ
ング等の研究を実施する。また、最終的には、その成果に基づいた臨床試験
を自ら立案・実施し、新たな標準的治療を確立することを目指す。

循環器内科学 （教授選考中）

脳神経内科学 伊 東 秀 文 脳神経内科学は、脳・脊髄から末梢神経・筋に至るまで、全身に張りめぐら
された神経ネットワークを診療・研究対象としている。したがって、神経疾
患の病態を解明し、治療法を確立するためには、個々の神経・筋細胞の病態
生理を理解すると同時に、神経系をシステムとして捉える視点が不可欠であ
る。本講座では、古典的な神経診察法を用いながら、最新の基礎神経科学の
知識を駆使して臨床診断に至る神経診断学の基本を概説する。さらに、iPS
細胞など最新の技術を臨床応用し、神経難病に対する新規治療法の確立をめ
ざす神経科学の現状を紹介する。

腎臓・体内環境調 （教授選考中）
節内科学

血液内科学 園 木 孝 志 造血器腫瘍発生には多段階「ゲノム異常」が関与している。腫瘍細胞ゲノム
に生じている異常には、蛋白をコードする遺伝子の異常、遺伝子発現制御領
域のエピジェネティック変化、機能性 RNAの異常、ウイルスゲノム（EBV
や HTLV1など）による修飾、がある。腫瘍細胞にみられるゲノム異常は腫瘍
特異的であるため、新規診断法や新規治療法の開発に格好の分子標的である。
本講義では、これまでに明らかにされたゲノム異常と臨床応用を述べ、研究
手法を提示する。「同種造血幹細胞移植」は、難治性造血器腫瘍患者に治癒を
もたらす可能性を秘めている。同種造血幹細胞移植は患者の体内で提供者の
免疫機構を再構築する壮大な治療法で、“移植片対腫瘍効果”“移植片宿主病
”といった“正負”の側面を持つ。本講義では同種移植における免疫病態を
概説し、その解析法を示す。

リウマチ・膠原病 藤 井 隆 夫 当科が担当する疾患は全身性自己免疫疾患である。関節リウマチや膠原病で
科学 はその血清中に自己抗体が出現し、この自己抗体を検出することが、疾患の

確定診断、治療方針決定に役立つことが知られている。当科は平成27年10月
に新設された内科系講座であるが、自己抗体の臨床的意義および病原性に関
わる研究を中心に行い、患者診療への還元を目的に研究指導を行う。

胸部外科学 西 村 好 晴 心臓血管外科領域の代表的な疾患につき解説する。虚血性心疾患では低侵襲
心拍動下冠動脈バイパス術、弁膜症では自己弁温存手術、大血管ではステン
トグラフト内挿術など近年開発されている低侵襲治療についての講義を行う。
また、虚血性心筋に対する再生医療、冠動脈バイパス術における機能的なグ
ラフト評価法、胸部大動脈治療における脳保護法などの研究に関して紹介す
る。
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消化器外科学 山 上 裕 機 消化器外科に関する専門的知識を身につけ、高度な腫瘍学の研究を遂行する
ことを目的とする。具体的には消化器癌に対する腫瘍特異的遺伝子治療の基
礎研究、腫瘍抗原遺伝子・サイトカイン遺伝子導入樹状細胞を用いた免疫遺
伝子治療、及び胃癌･食道癌･膵癌における分子生物学的転移診断法を用いた
合理的リンパ節郭清術の確立を研究テーマとして遺伝子・細胞学的手法を用
いて研究する。

脳神経外科学 中 尾 直 之 脳神経外科疾患の診断治療に関する基本知識を概説する。具体的な内容は脳
腫瘍、脳血管障害、てんかんや不随意運動などの機能的疾患、脊髄疾患など
の診断、症候学、治療方法である。特に神経内視鏡手術、ナビゲーション手
術、血管内治療、深部脳刺激治療などの脳神経外科における先進医療につい
ても紹介する。

整形外科学 山 田 宏 本研究科目では、運動器疾患の病態・診断・治療に関する基本的知識を概説
する。超高齢社会に突入した我が国の喫緊の課題は健康寿命延伸である。健
康寿命を阻害する3大因子の中でも、運動器疾患は有病率で圧倒的に群を抜い
ていることから、その対策は健康寿命延伸の要石となる。したがって、本講
座では健康寿命延伸に寄与し得る運動器疾患の新しい治療法・治療器具の研
究開発に取り組む。

脊椎脊髄病学 ※ 中 川 幸 洋 紀北分院脊椎ケアセンターにおいては運動器疾患の中でもとくに脊椎脊髄疾
患に焦点を当てた研究を行う。即ち、保存療法の核をなすリハビリテーショ
ンプログラムの開発、検証といった研究、手術に関しては低侵襲脊椎脊髄手
術方法の開発や改良とその検証、術中脊髄機能モニタリングの改良開発、臨
床的研究等に関する研究を行う。

泌尿器科学 原 勲 １．尿路生殖器悪性腫瘍に対する腹腔鏡手術
２．尿路上皮腫瘍の発生機序に関する研究
３．尿路結石再発予防に関する研究
４．尿路生殖器悪性腫瘍に対する免疫遺伝子治療の基礎的検討
５．膀胱癌に対する BCG療法の抗腫瘍効果のメカニズムに関する研究

形成外科学 朝 村 真 一 形成外科は、外傷、腫瘍、先天異常による欠損や変形の病態を把握し、診断
法を習熟した後、再建法のプランニングが立案できることを目標とする。そ
して形成外科は、チーム医療が重要であることを示す。講義では、再建法の
基礎である組織の血行動態および、皮膚・軟骨・骨の創傷治癒過程につて理
解を深め、マイクロサージャリー（微小血管外科）やクランオフェーシャル
サージャリー（頭蓋顎顔面外科）を解説する。

視覚病態眼科学 雑 賀 司 珠 也 各種動物眼の解剖を行い、光学顕微鏡用試料を作成し、ミクロトームでの切
片作成、染色、写真撮影を行う。同時に免疫組織化学染色、in situ hybridization
等も行う。一方、試料をエポンに包埋し、超薄切片を作成し、電子顕微鏡で
観察する。疾患に対する動物モデルを作成したり、実験動物に眼内レンズの
挿入を行い、その眼球を上記の方法で研究する。

耳鼻咽喉科・頭頸 保 富 宗 城 １）感覚器分野
部外科学 言語聴覚士資格を持つ学生が、さらに言語、聴・平衡覚理論の知識を深め、

言語や発声障害に対する治療、嚥下のメカニズムおよび誤嚥の病態と治療、
難聴治療の知識を習得することを目標とする｡言語､発声障害の病態、外科的
治療、リハビリテーションの実際、嚥下の外科的治療、リハビリテーション
の実際、めまい、難聴の診断、遺伝相談、分子遺伝学的研究、人工内耳理論、
手術およびリハビリテーションの実際を演習する。
２）感染症分野
上気道感染症の発症と難治化の機序について、細菌の感染機序、鼻咽腔細菌
叢の解析、ワクチンによる感染症予防の研究をおこなう。
３）頭頸部癌分野
頭頸部癌の多くは、初診時に進行癌として受診する。その治療に際しては、
嚥下・音声・言語機能の温存と密接に関係する。そのため、頭頸部癌の転移
のメカニズムと腫瘍特性としての癌幹細胞に関する研究を行なう。

口腔顎顔面外科学 （教授選考中）

皮膚病態学 神 人 正 寿 (1)膠原病の光線過敏の機序を概説することによって、自己抗体と表皮細胞の
相互作用の意味を探る

(2)美容への皮膚科学的アプローチ
(3)自己炎症性疾患の統合的治療法の解析
(4)皮膚腫瘍の病態研究

分子病理学 （教授選考中）

＜注＞ 授業科目欄の※印は、紀北分院における設置科目である。
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人体病理学 村 田 晋 一 １．病理形態学的解析；腫瘍をはじめ、ほとんどの疾患において、組織ある
いは細胞に形態異常が出現する。最新の顕微鏡的技術やコンピュータ手法な
どを用い、病理形態像に基づいた疾患の解析を行う。
２．蛍光特性を利用した解析法；顕微鏡下で DNAや蛋白などの相互作用、
局在あるいは構造を解析することができる Fluorescence Resonance Energy
Transfer（FRET）法や蛍光寿命といった蛍光特性を用いた手法の研究や応用
を行う。



令 和 ３ 年 度

和歌山県立医科大学大学院医学研究科（修士課程）入学願書

令和 年 月 日

和歌山県立医科大学長 様

氏 名 ㊞

貴学大学院医学研究科(修士課程)に入学したいので、所定の書類を添えて出願いたします。

(ふりがな) 生 年 月 日

男
氏 名 ・ 年 月 日生

女

〒 － ℡( ) －

現 住 所

都 道 外国人
本 籍 地

府 県 国 籍

保 証 人 氏 名 年齢 続柄

(父母またはそれに代わるべき者)

現住所

志 望 科 目

〒 － ℡( ) －

入学に関し諸通
知を受ける場所

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

入学出願資格
募集要項の「３ 入学出願資格」により該当する番号に○を付けること

備考 (1)願書記入の際は募集要項熟読の上、記入洩れのないようにすること。特に志望科目の記入に注意

すること。

(2)履歴事項は裏面に記入すること。

(3)出願者は事前に志望科目の指導教員の承諾を得ておくこと。



履 歴 書

年 月 日 事 項

学

歴

・

高

等

学

校

卒

業

以

上

職

歴

賞

罰

上 記 の 通 り 相 違 あ り ま せ ん

令和 年 月 日

氏 名 ,



令和３年度（２次募集）

和歌山県立医科大学大学院医学研究科（修士課程）志望理由書

【志望理由】 氏 名



令和３年度（２次募集） 令和３年度（２次募集）

和歌山県立医科大学 和歌山県立医科大学

大学院医学研究科(修士課程)入学試験 大学院医学研究科(修士課程)入学試験

写 真 票 受 験 票

受験番号 ※ 第 号 受験番号 ※ 第 号

志望科目 志望科目

ふ り が な ふ り が な
氏 名 氏 名

生年月日 年 月 日生 男･女 生年月日 年 月 日生 男･女

試 験 日 令和３年２月１０日(水)

語学試験 9:30～10:30
試験時間 小 論 文 11:00～12:00

面 接 13:00～15:00
写 真

（縦４㎝×横３㎝）
写 真

（縦４㎝×横３㎝）

（注）※印の欄は記入しないこと （注）※印の欄は記入しないこと

切

り

離

さ

な

い

で

提

出

し

て

く

だ

さ

い
。



修 士 課 程 用

和歌山県立医科大学大学院医学研究科

入 学 検 定 料 納 付 書

受 付 番 号
※

受 験 番 号
※

受 験 者 （楷書で書いてください）

住 所

氏 名
（ フ リ ガ ナ ）

注 意

入学検定料３０，０００円を同封の振込依頼書で振込み、振込みを済ませた後、

金融機関窓口で返還された書類のうち、入学検定料振込金受付証明書（Ｃ票）を、

下欄に貼付してください。（取扱金融機関の収納印があることを、必ず確認して

ください。）

入学検定料振込金受付証明書（C票） 貼付欄

（ 添 付 ）

（注）※欄は記入しないでください。



令和３年度（２次募集）

和歌山県立医科大学大学院医学研究科（修士課程）出願資格審査申請書

令和 年 月 日

和歌山県立医科大学長 様

（ふりがな）

氏 名 ,

生年月日 年 月 日生 男・女

貴学大学院医学研究科(修士課程)の出願資格審査について、所定の書類を添えて

申請いたします。

昭･平･令 年 月

学 歴 昭･平･令 年 月
(高等学校卒業
以降から記入) 昭･平･令 年 月

昭･平･令 年 月

昭･平･令 年 月

昭･平･令 年 月 日
資 格

昭･平･令 年 月 日

昭･平･令 年 月～昭･平･令 年 月

昭･平･令 年 月～昭･平･令 年 月
職 歴
(在職歴のある 昭･平･令 年 月～昭･平･令 年 月
者は在職中も
含めて記入し 昭･平･令 年 月～昭･平･令 年 月
て下さい）

昭･平･令 年 月～昭･平･令 年 月

昭･平･令 年 月～昭･平･令 年 月

志 望 科 目

〒
現 住 所

Tel( ) ―

審 査 結 果 〒

通 知 先 Tel( ) ―



令和３年度（２次募集）

和歌山県立医科大学大学院医学研究科（修士課程）就業証明書

ふりがな 生 年 月 日

氏 名 年 月 日生

年 月 日 から 年 月 日 まで
就 業 期 間

現在に至る

就 業 時 間 １日 時間 ・ 週 日勤務

業 務 内 容

和歌山県立医科大学長 様

令和 年 月 日

所在地

機関名

代表者名 印



千 円

千 円 千 円

※

※
※

※印欄は必ず記入してください。
※ (　)

(取扱金融機関保存)

【大学院修士課程入学試験用】

振込金受付証明書

公立大学法人

和 歌 山 県 立

0 0

金
融
機
関
で
切
り
離
し
て
く
だ
さ
い

振
り
込
み
後
自
分
で
切
り
離
し
て
く
だ
さ
い

先方銀行

和歌山県立医科大学

医 学 研 究 科 Ｃ
取扱金融機関収納印

公立大学法人

紀陽銀行　紀三井寺支店

整理番号

金額

0
金　額

紀陽銀行　紀三井寺支店

【取扱金融機関】

0

こうりつだいがくほうじん　わかやまけんりついかだいがく

公立大学法人　和歌山県立医科大学

※印欄は必ず記入してください

0

領
収
済
印

医 科 大 学

受取人

Ｂ
３ヶ所押印

銀行

支店

フリガナ

３ヶ所押印

（取扱金融機関→ご依頼人） 大切に保存してください。 （ご依頼人→大学） 貼付用

受　取　人

（フリガナ）※

※ご　依　頼　人
（氏　名）

普通預金 0627227

0

Ｂ００００１

03

上記金額、正に領収しました。

取扱金融機関収納印

￥ 3
￥

0

氏名

(切り離して納付してください。)

振込金（兼手数料）受領書
和歌山県立医科大学医学研究科　入学検定料

0 0

和歌山県立医科大学医学研究科　入学検定料

　令和　 　年　　 月　 　日 手数料

先方銀行
通　貨

電信扱 手
数
料
振
込
人
負
担

ご依頼日 令和　　 年     月 　　日 電信扱 手数料

3 0

和歌山県立医科大学医学研究科　入学検定料

振　込　依　頼　書

紀陽銀行　紀三井寺支店 金　額
￥ 0

先方
銀行

振　替

受
取
人

普通預金 0627227
こうりつだいがくほうじん　　わかやまけんりついかだいがく

公立大学法人　和歌山県立医科大学

内
訳

Ｂ００００１
(フリガナ)※

ご
依
頼
人

氏名

住所

〔取扱金融機関へのお願い〕

２．　Ｂ・Ｃ票は、必ずご依頼人へお返しください。

１．　必ず、フリガナの前に整理番号を打電してください。

送信番号

　
　
　
又
は
振
替
印

取扱金融機関収納印

A
３ヶ所押印

Ａ票　(大学院修士入学試験用) Ｂ票　(大学院修士入学試験用) Ｃ票　(大学院修士入学試験用)

※印欄は必ず記入してください。

整理番号 ←この数字はフリガナの前に打電すること

電話

金融機関使用欄
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